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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸引孔を有し、空気調和機内のエアフィルターの上流側の面に沿って移動しながら前記吸
引孔を通して前記エアフィルター上の埃を吸引する吸引ノズルと、前記吸引ノズルに連通
された吸引装置と、前記吸引孔の位置を切り替える吸引切り替え装置を具備し、前記吸引
ノズルの前記エアフィルターに対向する面の略全面に前記吸引孔を囲うようなリブを設け
、前記リブのうち、前記吸引ノズルの進行方向のうちの片方向のリブと前記エアフィルタ
ーとの間に隙間を形成し、その他のリブを前記エアフィルターに当接させ、尚且つ、前記
リブで囲まれた内側の空間を複数の空間に仕切ったことを特徴とする空気調和機のフィル
ター装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に内蔵されたエアフィルターの清掃を自動でおこなう空気調和機
のフィルター装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の一般的な空気調和機においては、熱交換器の前面に、空気調和機の本体内部に埃
が侵入するのを防ぐためのエアフィルターが設けられており、このエアフィルターは、付
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着した埃を、利用者が容易に清掃できるように、空気調和機の本体に着脱自在に取り付け
られていた。しかしながら、このような空気調和機では、エアフィルターを外して掃除す
るなどのメンテナンスが頻繁に必要になるだけでなく、メンテナンスが行われるまでの間
、エアフィルターへの埃の目づまりにより空調能力が著しく低下するという課題があった
。
【０００３】
　上記課題を解決し、エアフィルターのメンテナンスの手間を低減するために、吸引ノズ
ルが移動しながら、エアフィルターの埃を吸引、除去するようにした空気調和機のフィル
ター装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－３２４８２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された従来の空気調和機のフィルター装置の構成
では、エアフィルターに付着していた埃は、吸引口の周りに設けられたブラシで一旦掻き
はがされ、その後、吸引口に吸引されることとなるが、ブラシに弾性を持たせておくため
に、吸引口とエアフィルターとの間にどうしても隙間を設けざるを得ない。また、ブラシ
の個々の毛と毛の間には、当然隙間が存在しており、この隙間からも空気が侵入するため
、エアフィルターの埃を確実に吸引しきれない、という課題があった。
【０００５】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、高性能なエアフィルター清掃能力を有し
、メンテナンスの手間も大幅に低減できる空気調和機のフィルター装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機のフィルター装置は、吸引孔を
有し、空気調和機内のエアフィルターの上流側の面に沿って移動しながら前記吸引孔を通
して前記エアフィルター上の埃を吸引する吸引ノズルと、前記吸引ノズルに連通された吸
引装置と、前記吸引孔の位置を切り替える吸引切り替え装置を具備し、前記吸引ノズルの
前記エアフィルターに対向する面に前記吸引孔を囲うようなリブを設け、前記リブのうち
、前記吸引ノズルの進行方向のリブと前記エアフィルターとの間に隙間を形成し、その他
のリブを前記エアフィルターに当接させたもので、吸引孔からエアフィルターの埃を吸引
する際に、吸引ノズルの進行方向にあるリブとエアフィルターとの間に隙間があるので、
吸引ノズルの進行方向のエアフィルター上に存在する埃を、リブに邪魔されること無く、
リブの囲いの中に取り込むことができ、また、他のリブがエアフィルターと当接している
ので、埃をリブの外に漏らすこと無く確実に吸引することが出来る。この構成によれば、
大幅なコストアップをすることなしに、より確実にエアフィルターの埃の自動清掃が可能
となり、利用者のメンテナンスの手間を大幅に削減することが可能になる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の空気調和機のフィルター装置は、大幅なコストアップをすることなしに、より
確実にフィルターの埃の自動清掃ができ、利用者のメンテナンスの手間を大幅に削減する
ことが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　第１の発明は、吸引孔を有し、空気調和機内のエアフィルターの上流側の面に沿って移
動しながら前記吸引孔を通して前記エアフィルター上の埃を吸引する吸引ノズルと、前記
吸引ノズルに連通された吸引装置と、前記吸引孔の位置を切り替える吸引切り替え装置を
具備し、前記吸引ノズルの前記エアフィルターに対向する面に前記吸引孔を囲うようなリ
ブを設け、前記リブのうち、前記吸引ノズルの進行方向のリブと前記エアフィルターとの
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間に隙間を形成し、その他のリブを前記エアフィルターに当接させたもので、吸引孔から
エアフィルターの埃を吸引する際に、吸引ノズルの進行方向にあるリブとエアフィルター
との間に隙間があるので、吸引ノズルの進行方向のエアフィルター上に存在する埃を、リ
ブに邪魔されること無く、リブの囲いの中に取り込むことができ、また、他のリブがエア
フィルターと当接しているので、埃をリブの外に漏らすこと無く確実に吸引することが出
来る。この構成によれば、大幅なコストアップをすることなしに、より確実にエアフィル
ターの埃の自動清掃が可能となり、利用者のメンテナンスの手間を大幅に削減することが
可能になる。
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１０】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態における空気調和機のフィルター装置の全体構成図
、図２（ａ）は、同空気調和機のフィルター装置の吸引ノズルの分解斜視図、（ｂ）は、
図２（ａ）のＡ部断面図、図３は、同空気調和機のフィルター装置の動作を説明する図で
ある。
【００１１】
　図１において、空気調和機内の熱交換器（図示せず）を通過する空気中の埃を除去する
エアフィルター１００は、フィルター枠１０１と、フィルター網１０２から構成され、そ
のエアフィルター１００の表面に沿って、移動可能な吸引ノズル１０３が設けられている
。吸引ノズル１０３は、フィルター枠１０１の上下端に設置されたガイドレール１０４に
より、エアフィルター１００の上流側の表面と一定の距離を保って円滑に左右に移動する
ことができるようになっている。吸引ノズル１０３には、吸引ダクト１０５が連結され、
さらに吸引ダクト１０５は、吸引装置１０６に連結される。
【００１２】
　吸引ダクト１０５は、吸引ノズル１０３の左右の移動に差し支えないように折り曲げ可
能なダクトで形成されている。さらに、吸引装置１０６の排気側には、排気ダクト１０７
が連結され、室外へ引き回されている。エアフィルター１００に付着した埃は、吸引ノズ
ル１０３より吸引され、吸引ダクト１０５、吸引装置１０６、排気ダクト１０７を経由し
て室外へ排出されるようになっている。
【００１３】
　次に、吸引ノズル１０３の詳細な構成について、図２を用いて説明する。
【００１４】
　図２において、吸引ノズル１０３の吸引ノズル本体４０１には、エアフィルター１００
の全長に相当する長いスリット状の開口部４０２を設け、さらに、この開口部４０２に沿
って移動可能なベルト４０３に、吸引孔４０４を設けることで、開口部４０２の一部のみ
から吸引でき、かつ、ベルト４０３を移動して吸引する場所を変えることができるように
することで、吸引切り替え装置を構成している。また、ベルト４０３は、吸引ノズル本体
４０１の表面に沿わせるため、吸引ノズル本体４０１と一体で成型された（溶着や接着に
よって一体化する）ベルトガイド４０５によって覆われていて、ベルト４０３の動作をガ
イドするとともに、吸引孔４０４以外の部分から外気が吸引されるのを抑制している。
【００１５】
　ベルトガイド４０５には、エアフィルター１００の清掃運転時の吸引ノズル１０３の進
行方向側に位置するリブ４０８と、リブ４０８に連結されると共にリブ４０８以外の部分
に位置するリブ４０６が、吸引孔４０４の周りを囲うように、複数組、しかもベルト４０
３の移動方向と同じ方向に連続して設けられている。
【００１６】
　また、リブ４０６の高さは、エアフィルター１００の表面に当接するように設定され、
一方、リブ４０８には、エアフィルター１００との間にわずかな隙間を設けるように、段



(4) JP 4946452 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

差Ｄを設けている。
【００１７】
　以上のように構成された空気調和機のフィルター装置について、以下その動作、作用を
説明する。
【００１８】
　吸引装置１０６を運転すると、エアフィルター１００の上流側の表面に付着した塵埃は
、吸引ノズル本体４０１の開口部４０２、ベルト４０３の吸引孔４０４、吸引ダクト１０
５を経て、吸引装置１０６に至り、更に排気ダクト１０７を通って、室外に排出される。
【００１９】
　エアフィルター１００全体の清掃は、図３に示すように、吸引ノズル１０３のベルト４
０３を、図示しない駆動手段で移動させて、吸引孔４０４の位置を変え、同時に吸引ノズ
ル１０３をエアフィルター１００に沿って左右に移動させることで、吸引孔４０４を図中
の矢印にしめすような動作をさせてフィルター１００全体を清掃することができる。
【００２０】
　以上のように、本実施の形態によれば、小さい風量でも、小さな吸引孔４０４に絞られ
るので、吸引孔４０４での風速が増大し、小型の吸引装置１０６でも強い吸引力を発揮す
ることができ、これにより、一般家庭用の小型空気調和機に最適な空気調和機のフィルタ
ー装置を提供することができる。
【００２１】
　また、エアフィルター１００上の埃を除去するためには、エアフィルター１００の裏側
の空気を、吸引孔４０４より吸入することが最も効率的であるが、吸引ノズル本体１０３
とエアフィルター１００の間に隙間があると、その隙間からも空気が吸引され、埃の吸入
効果が減少してしまうが、本実施の形態では、吸入孔４０４を囲うようにリブ４０６とリ
ブ４０８が設けられ、吸引ノズル１０３の進行方向のリブ４０８以外の部分に配されたリ
ブ４０６が、エアフィルター１００の表面に当接しているため、リブ４０６が位置する部
分での、吸引ノズル本体４０１とエアフィルター１００との間からの空気の流入を防止し
、エアフィルター１００の上に捕獲された埃を確実に吸引孔４０４から吸引することがで
きる。
【００２２】
　また、吸引ノズル本体４０１の進行方向にあるリブ４０８に設けた段差Ｄにより、エア
フィルター１００とリブ４０８との間にわずかな隙間が形成され、それにより、吸引ノズ
ル本体４０１の進行方向のエアフィルター１００上に存在する埃を、リブ４０８によって
邪魔されることなくリブ４０６の囲いの中に取り込むことができることとなる。
【００２３】
　以上のように、リブ４０８を追加するだけで、大幅なコストアップをすることなしに、
より確実にエアフィルター１００の埃の自動清掃を行うことが可能となるものである。そ
して、利用者のメンテナンスの手間を大幅に削減することが可能になる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機のフィルター装置は、一般的な空気調和機や
配電盤などの排気ファンなど、エアフィルターを有する装置において、エアフィルターの
自動清掃を行うことにより、メンテナンスを大幅に削減することのできる装置に適用する
ことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の形態１におけるフィルター装置の全体構成図
【図２】（ａ）同空気調和機のフィルター装置の吸引ノズルの分解斜視図（ｂ）図２（ａ
）のＡ部断面図
【図３】同空気調和機のフィルター装置の動作を示す図
【符号の説明】
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【００２６】
　１００　エアフィルター
　１０１　フィルター枠
　１０２　フィルター網
　１０３　吸引ノズル
　１０４　ガイドレール
　１０５　吸引ダクト
　１０６　吸引装置
　１０７　排気ダクト
　４０１　吸引ノズル本体
　４０２　開口部
　４０３　ベルト（吸引切り替え装置）
　４０４　吸引孔
　４０５　ベルトガイド
　４０６、４０８　リブ

【図１】 【図３】
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